
  会議録（要点筆記） 

会  議  名 令和元年度 第２回米原市社会教育委員会議 

開 催 日 時 令和元年 10月 30日（水） 午後 7時 30分～午後 9時 00分 

開 催 場 所 米原市民交流プラザ ２Ｆ研修室 

出  席  者 

（敬称略、順不同） 

＜出席者＞ 

上田 洋平、大谷 章、冨田 正子、田中 一郎、北澤 あさこ 

西林 正夫、田中 理華、塚田 多佳子、谷口 嘉之、谷口 絹代 

＜欠席者＞ 

一ノ宮 賢了、中西 太 

＜事務局（生涯学習課）＞ 

梶田課長、堀補佐、澤主幹、田野主任、田中主事 

協議事項 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 協議事項（１）（２） 

４ その他  

５ 閉会 

結論（決定した方針

等） 

１ 今後の中心検討テーマとして、地域と学校のかかわり、次世代の育成に

関して、コミュニティ・スクールを軸に考えていくことに決定した。 

２ 次回会議は、コミュニティ･スクールに関する研修、意見交換会とする。 

協 議 経 過 

（主な質問、意見） 

１ 開会 

２ あいさつ（大谷委員長） 

・社会教育とは「あると良いな」というモノ。本会議は、社会をより豊かに 

する方法を検討する場と考える。 

・会議とは、互いの意見交換の場であるため、各自積極的に発言することを 

願う。また、他人の意見は否定しないよう願う。 

 

３ 協議事項 

（１） 検討するテーマの決定および検討の進め方について 

テーマの決め方： ２グループ毎に検討し、テーマを絞る。（15分） 

 

グループＡ 

・学校を核とした地域づくり～米原市ならではのコミュニティ・スクール実

現を目指して～ 

 選択理由は、地域と学校の関わり方について検討していきたいと考えたた

め。また分野は特定せず、将来を担う子どもたちを育てるために必要なこと

も検討したい。 

 

グループＢ 

・「子どもをとりまく豊かな文化的環境を作る」幸せな人生と社会のための子

どもの健全な育成 

選択理由は、市民の生活を豊かにする上で必要だと考えたため。また、文



化芸術だけでなく、防災を含め幅広く考えたい。 

 

【主な意見交換の内容】 

・皆で話し合える回数は限られているため、テーマをある程度具体的にした

方が良いと思う。 

・市内に住む知恵のある人、文化芸術に精通した人とのネットワークを築き、

地域を育てる仕組みが大切ではないだろうか。 

・学校や地域を繋ぐコンシェルジュのような人が大切ではないか。その仕組

みなどについて、提言していくのが良いのではないか。 

・米原市のコミュニティスクールの実情はどうか。 

・コミュニティスクールの運営が上手くいっている中学校を知りたい。また

現場見学も検討したい。 

・（事務局）コミュニティスクール担当課から現状説明をしてもらう必要があ

ると感じた。 

・まずは会議の場で、担当課から説明を聞き、課題等を伺いたい。 

・長浜市の小学校に出前講座を行っているが、米原市ではどうやって活動す

れば良いのか分からない。私以外にも、米原市での活動方法が分からない人

がいると思う。 

 

（２） 県社会教育委員連絡協議会および湖北地区社会教育連絡協議会につ

いて 

・事務局より説明。 

県滋賀県社会教育委員連絡協議会の今後のあり方として、課題等を述べた。 

・事務局より説明。 

 前項の課題より、湖北地区社会教育連絡協議会（米原市と長浜市）への県

助成金が今後無くなる可能性もある。 

 

４ その他  

・11月 21日開催、県社会教育研究大会の参加可否の回答を依頼。 

 

５ 閉会（上田副委員長） 

・地域では、静かなる有事が進行している（気づいたときには改善できない

状況）と言われている。本日のテーマにおいても、地域の課題に早い段階で

向き合い、地域全体で取り組むという視点が大切だと思う。 

 

会議の公開・非公開の

別 

■開示 □一部開示（根拠法令等：        ） 

    □非開示 （根拠法令等：        ）    

全部記録の有無 会議の全部記録  □有 ■無  録音テープ記録 □有 ■無 

担 当 課 教育委員会事務局生涯学習課  （外線：55-8106） 

 


